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北極のイヌイット族から 

    南西部のズニ族まで、 

アメリカ原住民の生活様式
の紹介 

1492年にCristpher Columbusがアメリカに

漂着した時に、彼はヨーロッパ人が誰も
それまで会ったことのない人達に遭遇し
た。インドに着いたと考えた彼は、この人
達をインディアン(インドの人達)と呼んだ。 

多くの部族、とりわけ、大西洋岸に住ん
でいた部族は、天然痘、栄養失調、そし
て、インフルエンザ、こうしたものに彼ら
が最初に接触した結果、完全に崩壊して
しまった。 





チェロキーの家は、粉にされたかきの貝殻で作られたのろできちんと塗られていた 



丘の上の村：ミシシッピー族の町 

16世紀に Hernando De Sotoに遭遇

したインディアン達は、コロンブス
の時代以前に数百年にわたり、合
衆国の南東地域に栄えたミシシッ
ピー文化圏に属していました 

 Moundville(丘の上の村)は、今日、
アラバマ州に当るBlack Warrior 
River の土手の上にあった集落 

寺院の建てられた大きな丘 

丸太で出来たカヌー 



シュロチクの筒で出来た吹き矢を使っている
チェロキー族の狩人 

キャド族 : 手彫りの木の像 

チェロキーの伝説が、何故、彼らの故郷には沢山の丘や谷があるか
ということを説明しています。この言い伝えに寄れば、大水が大地を
覆っていました。そして、最終的に水が引くと、大地は、とても湿って
おり、沼地で誰もその上をうまく歩くことが出来ませんでした。だから、
動物たちは、鳥たちに大地を飛んで行って、どこか乾いた土地のある
場所を 教えてくれるように頼みました。その動物たちを 助けた鳥の
一羽が、Grandfather Turkey Vultureでした。彼は、とても大きな羽根を

持った巨大な鳥でした。ところが、彼が、チェロキーの人たちが望んだ
土地に着くまでに、彼はとても疲れてしまい、彼の翼の先が大地を
擦っていました。彼の羽根が羽ばたいたときは、谷を掘っていたので
す；彼が羽根を上に羽ばたいたときには山を作っていたのです。虹の
上の自分たちの場所でこれを見ていた動物たちは、彼がその大地全
体にわたり丘とそして谷を 

作ってしまう前に彼を呼 

んだのです。ところが、チェ
ロキーには遅すぎたので、
彼らの故郷は山の奥になっ

てしまいました。 



チェロキー族の亀の甲羅で出来たガ
ラガラ。 女性の踊り手は、こう
したガラガラを、 Green Corn 

Ceremony のような祭りの時には、
自分たちの膝の回りにつけていた。
そして、自分たちの動きを注意深
くコントロールして、上手な踊り
手になると、非常にタイミングよ
くこのガラガラの音を出すことが
出来た。 

  



このゲームは今のラクロスの原型のようなものだ。チェロ
キー族はそれを“戦闘の小さな兄弟”と呼んで居た 

▲  ボールゲーム  1834年に、Geroge Catlinにより描かれたこの絵は、二つのChostaw の集落の間で競
われたもの。ゴールは左にある。そのゴールの前で選手達我争ってボールの取り合いをしている。 



THE TRAIL OF TEARS (涙の街道)  

チェロキー族だけでなく、チョクトー族、クリーク族、
チカワソー族、セミノール族、サク&フォックス族、そ
して、マイアミ族がその対象となった。 
 

アメリカ南東部に居住していた部族は、強制的に移
住をさせられ、チェロキー族はこの時、西部のオク
ラホマに行かされた。病気と、食料、適当な衣料の
不足から、たいへんな事態になり、4,000人のチェロ
キー族の者が、この800マイルにもなる行程の間に

亡くなった。チェロキー族の人達は今でも、この彼ら
が通った道を、“嘆きの道”、あるいは、Trail of 
Tears（涙の街道）と呼んでいる。 





ズニ族は、アドーベと呼ばれる泥と麦わらを混ぜ、天日で乾か
したもので作られた長屋に住んでいました。 





1863年 Kit Carsonに指揮されたアメリカ軍に敗れた。 

Navajo Code       第二次世界大戦中に 
            3,000人程度が従軍 

“大きな平原の人々” 

Dine“人々”と呼ばれ

ることをより好んでい
ますが・・・ 

アメリカ51番目
の 州 



ホピ族の少女が粉を挽いている。蝶々の髪型は
未婚の女性の伝統です。一度結婚すると女は、
彼女らの髪を編まされた。 

ズニ族の食器。左側、その地域特有のデザインで装飾
された土製の入れ物、右側、陶器製のひしゃくとスプー
ン。真ん中の小さなスプーンは鳥の姿の模様が入って
いる。 

小さなズニ族の、
熊の石の彫り物。
こうした小さな動
物の彫り物は物
神と呼ばれたもの
で、これを持って
いると加護され、
あるいは、幸運が
持たされると信じ
られていた 



儀式での踊りの様子を示しているHopi族は、独特なkachina の装
束を身につけた kachina組織のリーダーにより指揮されていた。 

異なったKichinaの社会の組員は、ズニ族の宗教的な生活と相
まった精神を言い表すような独特の習慣を持っていた。 

カチナ,またはカチーナとは主に

アメリカインディアンのホピ族が
信仰する、超自然的な精霊のよ
うな存在。アリゾナ州フラッグス
タッフ郊外のサンフランシスコ
ピーク近くの聖なる山に住んでい
ると言われている。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%83%94%E6%97%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B2%BE%E9%9C%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%BE%E3%83%8A%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B0%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%83%E3%83%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%83%E3%82%B0%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%83%E3%83%95
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%94%E3%83%BC%E3%82%AF&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%94%E3%83%BC%E3%82%AF&action=edit&redlink=1




チュマシュ族は彼らの家を、 アシ、ガマ、シダ、そして、海草などを使って建てた 



 

伝道施設は、幾つかの目標を持っていた。彼らは、
スペインの規則を北アメリカに普及させたが、しかし、
彼らは、“文明開花”をもくろみ、そして、インディア
ン達をキリスト教徒に改宗させる－一方では、彼ら
の労働力を経済的に利用しようとしていた－ことを
意図していた。 

伝道施設のインディアン達は繰り返し、            
支配者に対し反逆した。最も成功した反              
抗が1680年に起きた。この時、ニュー            

メキシコのサンタフェ近くに住んでいたプエブロのイ
ンディアンが500人近くのスペイン人を殺害し、そし

て、残りの者を彼らの地域から退却させた。この伝
道施設のシステムは、1821年にメキシコがスペイン
から独立したときに消滅して行った。 

カリフォルニアでは、 太平洋岸の600マイルに及ぶ、サン
ディエゴとサンフランシスコを21の一連の伝道施設が繋
がっていた。 



祝宴用の籠 

太陽の籠 

葬儀の籠 

小さなこの籠は、大体7歳に

なったら子供にあげられ、も
し、これを無くしたり、どこか
にやってしまうと、その子供
には、大きな災いが起こると

された。 



高原の部族 ：ネツパース族  

ネスパース族は、自分たち自身は、 
Nee-me-poo、“本物の人々”という意味、 
と呼んでいた。 

 （ピアスされた鼻） 

ネスパース族の部族は東はモンタナか
らワイオミングにいたるバッファローた
ちの住んでいる山々まで旅をする様に
なった。 

ルイスとクラークが彼らの旅        
の経路でアメリカ大陸の分水        
嶺を越えるときに、彼らはネ         

ツパース族に遭遇し、そして、        
食料を与えられ、非常な歓待          
を受けた。 

素晴らしい馬を大量に保有 



THE NORTHEAST REGION AND SOME SELECTED RIBES 



20くらいのたくさんの家族が一つの長屋で暮らすことができます。出入りするドアは、

家の端にあるだけで、従って、人々は真ん中にある通路を使って歩いていき、別々
となった自分たちの“部屋”に入ります。 



5つの部族の指 
導者は、“倒れて掛 
かっている木でも、 
彼らを引き裂くこと 
はできないほど固く 
手を結ぶ”ことに同 
意しました。これら 
の部族は、カユーガ 
族、モーホーク族、 
オノンドーガ族、オ 
ナイダ族、そして、 
セネカ族でした。彼 
らは、一緒になって 

イロコイ同盟を作ったのです。（後
にタスカローラ族が、これに加わ
り、6つの部族となりました。） 

イロコイの人々は、自
分たちのことをPeople 
of the Longhouse 、あ
るいは、People of the 
Five Fireと呼びました。

彼らは、後に、合衆国
の13の最初の植民地
となり、People of the 
Thirteen Firesと呼びま
した。             





▲ イロコイの男がカヌーを漕いでいる。こうしたカヌーは、25
フィートくらいの長さがあった。枠はスギで作られていて、周り
カバーは、シラカンバの樹皮でできており、枠に縫い合わされ、
樹から取れた樹脂で防水されていた。 

  

トウモロコシの鞘で出
来たイロコイのマスク。
こうしたマスクが、年
の初めに、その年の
豊作を祈るために催
された儀式で、踊り手
が被っていた。 



カユーガのFalse Faceの面 

代表的な聖霊 

複雑に彫刻された木の面を被り、病気の人が
いる家に入り込んで行った。彼らは、ポキンと
切られた亀の甲でできたガラガラを叩きながら、
奇妙な、そして、いささか、神聖じみた音を立
て、そして、その病気を引き起こしている聖霊
を追いやろうと、その病人の上に灰を撒き散ら
していました。 

偉大なる聖霊よ、我々に耳をかた向けたまえ 
我々は、貴女の偉大なる恵みに対し、 
母を授かり、そして、台地を産み、 
我々に再び、彼女の実りを 

もたらしたてくれた 
ことに感謝します。 

偉大なる聖霊よ、ここの会議に、男も、そして、女も老人を、
そして、強靭な戦士たちを、 
女や子供たちも集まり、そして、 
声を一つにして感謝の意を 

あなたに捧げます 



フランス、そして、イギリスとの同盟関係 

フランス、彼らは、東部カナダに居住し
ていたインディアンの部族、ヒューロン
族やアルゴキン族と同盟しました。 

英国は、強力なイロコイ同盟部族と同
盟関係を作りました。 

最初のうちは、この英国とフランスの対
抗意識は、インディアンの同盟者たちに
は有益なものでした。最初のうちは、こ
の英国とフランスの対抗意識は、イン
ディアンの同盟者たちには有益なもので
した。 
1689と、1763年に英国とフランスはアメ

リカで４回にわたりたいへんな戦争、こ
れは結局は英国に勝利をもたらしました
が、を起こしたのです。こうした戦闘で沢
山の戦士がなくなり、ヒューロン族やア
ルゴキン族は破壊されてしまい、そして、
イロコイ同盟は、事実上、消滅したので

す。 

フランスとインディアンとの戦争が終結する直前の1758年に作られた
この木版画は、インディアンの忠誠を求めているイギリスとフランスを
表したものです 





家のなかで一番低い立場の人は、、囲炉裏の直ぐそばのこの一番下の床に住んでいま
す。一番上の床、ここは外の大地と同じ高さなのですが、ここには、この家の持ち主や、そ
の他、由緒在る人が住んでいます。 



  

  クサビと石の頭を持つ大ハンマーを
使って、ハイダ族の男達は、生きてい
る樹木から板材を切り出していた。数
枚の板材が、こうして、木が生きたま
ま、切り出されることができた。 

木工については 、インディアン達は、
エンピツビャクシン、これは、その領
域に無数に生えているものでしたが、
これを好んで使いました。エンピツ
バャクシンは、とても大きな森林をつ
くります。その木は、軽く、そして、強
靭で、なかなか腐ることがありません
でした。石や木材で出来た道具で、
家の壁として使うのにもってこいの大
きくて、薄くて大きな平板に簡単にそ
ぐことが出来ました 



魚の顔の代表を示すハイダ族のマスク 

ハイダ族のサメの身につけるもの。頭は、マ
スクとして被られ、背中と鰭は、ベルトで、踊
り手の体に取り付けられた。 

ハイダ族の頭につける鹿のマスク 

クワキウトル族のワタリカラスのマスク 
ハイダ族のマダラハヤブサのマス
クで、羽根で装飾されている 

ベラベラのマスク、一部が人間で、一部が鷲 



ここで示されたポールはハイダ族の家のドアとして
作ったもの 
ドアはビーバーの上の彼の頭のうえに 
Itl-tads- dah、これは、ハイダ族の神話上の母 

カラスはそのくちばしに新しい月をくわえているカラス
の上の輪は、ハイダ族の酋長が被ってい 
る帽子 
伝説 

その一番上に熊、どうしてビーバーが月を食べたの
か、そして、それを見て、Itl-tads-dahが新しい月を見

つけるためにカラスを使いに出し、そして、それをくち
ばしに挟んで持って帰ってきたということを話してい
ます。一方、熊は、全てのことがうまくいったことを見
ているのです。 

自作のトーテムポール 



この家の前面は、主島のハイダ族の隣の部族、ツィムシアン族により作
られたもの。そこには、Naquanaks、ツィムシアン族の“海の酋長”の姿が
ドアの表に、両方に鯨を従えて描かれている。 

夫々の家の前には、大きなトーテム
ポールが立ていた。そこに彫られてい
るものは、訪問者に対して、その家に
住んでいる人々の血族を物語ってい
た。普通の血族の一番上に付けられ
たものワタリガラス、これは、鯨とか
シャチ、さらには、鷲を殺すもので
あった。 



 

インディアンの人達が食料を共有しているもっ
と重要なやり方の一つが、ポトラッチの場です。
ポトラッチは、食料と、踊りとで、お互いに褒め
称えながら、そして、一緒になりお祝いをする
ための部族の集まりなのです。 





大平原でのスー族のキャンプ。ティピーの中に、年取った女たちの集団がヤマアラシの針を乾か
す仕事をして座っている。外では、一人の女が`、別の者がビーズで装飾された揺り篭で赤ん坊を

あやしている間、動物の毛皮でできた皿の中でイチゴを潰している。 



大平原のインディアン達の信仰の生活の多くは、バッファローを中心にして動いて
いた。彼らが亡くなったときには、あの世では、バッファローたちで溢れた場所に
行くと考えられていた。沢山のインディアン達が、天の川－夜空の空を支配して
いる星達の通った道－が、魂の世界でバッファローの大群により巻き上げられた
粉塵であるという信仰を持ったいた 



▲ 四つの堂々とした羽根の頭被り 左から右へ： アラパホ族、ブラックフット族、シャイアン族、
そして、スー族のもの。 

  

手柄は、coup（“coo”クーと発音、大成功）と呼ばれ、
スー族やその他の大平原の部族の間で、“coupの数を

数えること”として知られた一連の戦闘の名誉のうちの
一つであった。 

クーを数えることにより、戦士は、彼らの戦闘用の羽根
で飾った帽子に鷲の羽根を飾る権利を取得していた。 

 



 

スー族とか、シャ
イアン族、そして、
クロー族といった
部族が、東から鉄
砲を、そして、西
から馬を調達した。
その結果、馬に
乗った草原の戦

士が生まれた。       

Columbusは、1493年の二度目の航海でアメリカに25頭の馬を持ち込んだ 



厚い土の壁は、冬は、この土の家全体を温かくし、夏には
とても涼しかったのです。屋根の上は、トウモロコシを干す
のに使われ、そして、家族の者が暑い夏の夕暮れにその
上に座って過ごす台となっていた 



場所から場所に移動するときに、スー族やそ
の他の平原のインディアン建ちは、彼らの荷
物をティピーの柱で作ったトラボイの上に乗せ、
馬に引かせて運んでいた。 

トラボイ “truh-VOY”と発音 



 
1876年の6月25日に、シッティングブル、クレージーホース、ガル、ならびに、その他のものの指導の下、スー族とシャ
イアン族は、副官大佐のGeorge Armstrong Custerに指揮された第7騎兵隊に対して、徹底的な勝利を納め        
た。Custerを含め、200名の兵士がその日に殺された。 



POWWOW 
クロー族の言葉では、bassaxxbuluaで、これは、“音をたてる” 





こじんまりしたドーム形の小屋は、何本かの木の柱で作られており、その頂上が結ばれ、
動物の毛皮と樹皮の材料で覆われている。 



アタバスカン族の人達は、彼らの月を“moon”
と呼び、 
2月は、“年寄りの月”、冬の遅い時期 
4月は、“灰色のガンの月”、 

  これは、カモやガンが南から戻ってくる時。
8月は、“若いカモが飛び始める”月 
9月は、。“キングサーモンの戻ってくる”月 
11月は、“川が凍り始める”月 
12月は、“ヘラジカが彼らの角を失う頃” 
  

亜北極の人々は、一年のうちの季節に従って生活をしていた。 



雪靴をはいたクチキン族の狩人がカリブーを深い雪に追い込ん
でいる 



クリー族のモカシンとミトン 
モンタニエ族の子供のモカシン 

クリー族の雪靴 

クリー族の狩猟用の服 







アラスカのアザラシの腸から作られてパーカ 

アラスカの氷の上を這う靴 

イヌイットのゴーグル 



イヌイットの狩人がアザラシの穴のそばで辛抱強く待ってい
る。彼に横にあるのは、長い銛（もり） 

狩人は、よく、アザラシが出て来るのを待って、そして、ほんの一瞬の
うちに銛を打ち込むのです。そのために数時間もじっと動かずにして
居なければならなかったのです 





イヌイットの木製のお皿。内側にト
ナカイと、神秘的なトナカイ（左に、
不思議な、後ろ足と尻尾とで3つに
分かれている）が綱で繋がっている
絵が描かれている。 

イヌイットのツノメドリを表している面 

アラスカの、三つの小さな牙に
彫られた鳥の彫り物。 

イヌイットのイアリング 

 イヌイットの木箱 









    Seiji   Suzuki    2018.11.22 

Thank you 


